
サイエンスでがん医療の
未来を創造する大学発
医療系スタートアップ支援拠点

National Cancer Center Seed Acceleration Program (NCC SAP)

２０２４年12月13日
第14回 がん新薬開発合同シンポジウム

がん医療の未来をクリエイトする大学発医療系スタートアップ支援拠点事業
～国立がん研究センターの新しいチャレンジ～



NCC VIPから得た日本のエコシステムの課題

2

＜米国の現状＞
・創薬の製薬企業からEmerging Bio Pharma（EBP）に主体が移りつつある。
・EBPは、Venture Capital（VC）や米国を中心とするスタートアップエコシステムから生み出されている。
・カンパニークリエーションモデル（Modelna社など）など米国のエコシステムはダイナミックに進化している。

＜日本の現状＞
・近年VCが数多く設立され投資額は増加するなどエコシステムは構築されつつある
・グロース市場でのバイオベンチャーの株価は低迷（過去2年間で平均-47%）しており日本でのIPOは難しい
・基礎研究→スタートアップ→基礎研究という好循環を生みだすには至っていない。

＜日本で強化が必要＞
①質の高い各種専門人材から成るメンターネットワークによるメンタリング・意思決定支援
②製造・非臨床試験・臨床試験などを支援する支援機関ネットワーク（病院・CRO/CDMO含む）
③サイエンスのバックグラウンドを持つCXO候補人材
④米国を含むグローバル市場での資金調達・上市を目指すための支援体制
⑤アンメットメディカルニーズに基づくカンパニークリエーション



１） 拠点の全体像

3



シーズ・基礎技術 スタートアップ設立 資金調達

〇アンメットメディカルニーズに基づくスタートアップ創出
日本型カンパニークリエーションモデル構築（S0枠）

〇起業家レジデント制度によるサイエンスバック
グラウンドを持つCXO人材育成（S0枠）

〇グローバル市場での起業・資金調達・上市を
可能とする支援体制構築（S0～S2枠）

その他：（S0～S2枠）
〇伴走支援および各種専門人材メンターネットワーク
（海外人材を含む）
〇支援機関ネットワーク（国内・海外）
〇教育プログラム（国内・海外）
〇発掘・選定・ステージゲート評価体制の構築

本事業で構築するSU支援拠点の全体像

創薬エコベ
ンチャー等
へ接続
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伴走支援

支援対象 PM（チーム制）

マイルストーン
管理

評価委員会
（ステージゲート

Go/no-go）

成果発表
ピッチイベント

Project Manager（PM）による伴走支援
・1支援対象に対して主担当＋副担当のチーム制で担当
・1回/月以上の伴走支援・進捗確認（マイルストーン管理）を実施
・支援対象との伴走支援にて出てきた課題に対して、適切なメンター・支援機関を選定し、マッチング・コーディネートを実施
・マイルストーン達成状況を評価委員会に報告
・成果発表等のイベントの支援

〇メンターネットワーク

〇支援機関ネットワーク

（管理）（報告）
（支援）

ネットワーク構築

メンタリング・マッチ
ングの調整

（伴走支援）
（メンタリング・連携支援）
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伴走支援・メンターネットワーク

6

拠点内

拠点外
（協力機関）



役割名 役割 連携先

非臨床POC取得
臨床試験支援
産学連携・知財

評価系の確立・検証
非臨床・臨床POC取得支援
産学連携・知財等の支援

インキュベーションラボ インキュベーション施設
共同ラボ施設

CRO/CDMAネットワーク 製造支援

Venture Capital 経営支援・メンタリング
資金調達支援

海外展開 イベント参加支援
海外での起業・資金調達
現地人材採用

教育プログラム（委託） オリジナル（日本語）プログラ
ム
海外研修プログラム

広報・イベント運営
その他

イベント告知・募集
広報活動

・海外研修プログラム
・メンタリング
・海外起業・資金到達支援

ビジネススクールへ委託
（候補：経営大学院など）
・オリジナルプログラム構築

海外イベント等
への参加支援

支援組織ネットワークの概要

関東本部：
東大柏の葉ベンチャープラザ
（関東7拠点 全国29拠点）

非臨床 : 先端医療開発センター（EPOC）
基盤的臨床開発研究コアセンター（FIOC）

臨床試験：国立がん研究センター中央病院・東病院
（臨床研究中核病院）

産学・知財：産学連携知財戦略室（築地）産学連携支援室（柏）

LINK-Lab柏の葉
（NCC柏キャンパス隣接）

柏の葉再生医療
プラットフォーム
（柏の葉地区）

かながわ再生・細
胞医療産業化ネッ
トワーク

構築済み

新規構築（業務委託予定）

新規構築（合意済）構築済み

構築済み
構築済み 構築済み

構築済み

新規構築（合意済）

新規構築（合意済）

新規構築（合意済）

構築済み
構築済み

新規構築
（合意済）
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海外アクセラ
レーター

海外アクセラ
レーター



教育プログラム
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○独自プログラム（新設）

○独自プログラム（既存）

○海外プログラム

海外アクセラレーター



２）これまでの取り組みと
  拠点の特長・特色
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提供価値：ベンチャーキャピタルとNCCが協働することで、バイオベンチャーの成功確率を上げる！！

創業期

シード

アーリー

エクスパン
ジョン

レイター

事業計画
・市場調査
・経営チーム
・開発戦略

〇医薬品・医療機器
・基礎研究（POC）
・技術開発

〇非医薬品・医療機器
・技術開発
・プロトタイプリリース
 （POC検証）

〇医薬品・医療機器
・製造（GMP）
・毒性（GLP）
・早期臨床（GCP）
〇非医薬品・医療機器
・プロダクトリリース
・プロダクト検証

〇医薬品・医療機器
・後期臨床（GCP）
・製造販売承認

〇非医薬品・医療機器
・PMFの確認
・マネタイズ検証

IPO or M&A

薬事コンサル
（PMDA審査官経験者）

薬価コンサル
（厚労省薬価算定経験者）

研究開発環境
 ・病院（ゲノム・組織・医療情報）
・EPOC（基礎研究）
・NEXT（医療機器）

臨床研究支援部門
（医師主導治験の実施）

KOL（臨床医）
（開発戦略コンサル）
（マーケティング）
（臨床開発のリード）

製薬企業
アライアンス
（M&A マッチング）

知財・契約
倫理コンサル

NCCHEは医薬品・医療機器開発のすべてのステージで
ベンチャー企業を支援可能な機能を保有している。

ファンディング機能

インキュベーション機能
・経営支援・メンタリング
 ・ネットワーク支援
 ・経営人材紹介

ベンチャーキャピタル

NCC Venture Incubation Programのイメージ 【申請書 別紙1p10～】



NCC VIP 第I期～第III期

第I期～第III期で延べ、44チーム応募→19チーム採択

第I期 ：UTEC・三井不動産が参画
第II期：BNVが参画、JETROと連携

10/19チームが創薬、9/19チームが医療機器/メドテック等
15/19チーム（約80%）は 拠点外からの採択
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NCC VIPの主な成果
• 未起業（支援開始時点）7チーム中 5チームが起業
• 全19チーム中 新規資金調達14チーム：民間(VC等)10, 公的資金4
• （NCC外）15チーム中 １０チームがアドバイザリー/共同研究等にて支援を継続
• 2チームが治験（First in Human）を開始
• 1チームが米国進出＋米国でのシリーズA達成

＊3チームが海外展開を検討/準備中 →NCC VIPを通じて豪州政府関係者とのマッチング等を実施
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国立がん研究センター発ベンチャー認定制度 （現時点で6社認定済み）

 （株）凛研究所 大腸がん抗体薬のFIH試験導入

NCCベンチャー企業治験としてFIH試験開始(23/01)

 医療機器関連ベンチャーNEXT関連とM＆A達成（A-Traction）

NCCベンチャー発手術支援ロボット
薬事承認：2023年2月

 ノイルイミューン・バイオテックのIPO達成

NCC 認定ベンチャー6社中 2社がExit（IPO, M&A）、承認取得1社（手術ロボット）、承認申請1社、FIH 2社（＋準備中1社）
橋渡し支援としても設立済みスタートアップの19シーズを支援中
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シーズ・基礎技術 スタートアップ設立 資金調達

〇アンメットメディカルニーズに基づくスタートアップ創出
日本型カンパニークリエーションモデル構築（S0枠）

〇起業家レジデント制度によるサイエンスバック
グラウンドを持つCXO人材育成（S0枠）

〇グローバル市場での起業・資金調達・上市を
可能とする支援体制構築（S0～S2枠）

その他：（S0～S2枠）
〇伴走支援および各種専門人材メンターネットワーク
（海外人材を含む）
〇支援機関ネットワーク（国内・海外）
〇教育プログラム（国内・海外）
〇発掘・選定・ステージゲート評価体制の構築

拠点の特色・特徴となる新たな取り組み

創薬エコベ
ンチャー等
へ接続
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（拠点の特色・特徴）日本型カンパニークリエーションモデル

アンメットメディカルニーズに基づく優先課題枠設定と選定

・課題選定委員会（選定委員会の一部委員）にて、現在のアンメットニーズや将来予測に基づ
き、優先的に解決すべき課題を特定する。

・PMを中心に、外部有識者の助言を受けながら、課題のDD（技術評価書作成）と国内のリ
ソース（研究者など）を探索する。

・上記を元に公募課題を設定し、公募を行う。

S０枠での採択
・シーズS0の枠として選定委員会にて選考を行う。
・審査ではシーズの内容に加えて、事業化仮説やその実現性についても審査を行う。

仮説検証・ステージゲート審査
・シーズS0の枠として、上限1,000万円の経費を計上し、仮説検証を行う。
ただし、本枠では必要に応じて1,000万円以上の経費計上も可とする。
・支援機関は最長2年間とする。
・毎年ステージゲート審査を行うとともに、PMの伴走支援にて、事業仮説が検証できないと判
明した時点で随時支援を打ち切る。

起業準備（S1枠へ）
・事業仮説が検証できた場合には、S1枠へ応募することで引き続き支援を行う
・起業に当っては起業家レジデント制度での育成者を優先的に配置する

・米国等では、VC自らが研究仮説を設定・検証を行った後に、スタートアップを作り上げるカンパニークリエーションの取り組みが進んでいる。
・Flagship Pioneering（米国VC）による、モデルナ社とmRNAワクチンは社会的にも大きなインパクトを挙げた成功例として知られている。
・日本のVCも試行的にカンパニークリエーションを試みているが、VC側にサイエンティストが少なく、仮説検証を行うインキュベーション施設なども少ないこと
もあり軌道に乗っているとは言えない。

・本事業で、国内最大級の研究所を有し、国内外に研究者ネットワークを持つ国立がん研究センターと、本事業での伴走支援、協力機関（LINK Lab, 中小機
構）のインキュベーションラボを活用することで、日本型のカンパニークリエーションモデルを確立することを目的とする。

目的

アンメットメディカルニーズに基づく
優先課題枠

S0枠での採択

課題のDD
リソース探索

仮説検証

起業準備（S1へ移行）

ステージゲート審
査
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（拠点の特色・特徴）起業家レジデント制度（Entrepreneur In Residence EIR）

起業家レジデント候補者
・サイエンスバックグラウンドを持つ（Ph.Dもしくは同等以上と認められる実務経験）
・43歳以下
・プログラム終了後1年以内に、スタートアップのCXOとして参画する、もしくは自身がCEOとして起業する意思がある。
（自らシーズを保有するかどうかは問わない）

選定方法
・シーズS0の枠として選定を行う。
・S0を担当するPMの推薦により、選定委員会にて選定を行う。
契約内容
・シーズS0の枠として、上限1,000万円の経費を計上
・同時にSU支援拠点の事業費を用いて、NCCとの雇用契約（非常勤・常勤）を締結する
・シーズS0枠としては1年、雇用契約としては最長2年とし、その後は自ら起業もしくは
スタートアップへ参画を促す。（マッチング等を実施）
シーズS0枠としての実施事項（S0枠 委託費）（CXO候補者の育成を目的）
・SU支援拠点のオリジナル教育プログラムの受講(海外プログラムを含む)

NCCとの雇用契約での実施事項（SU支援拠点事業費 人件費）（業務遂行支援・OJT目的）
・PMが実施するS0～S2支援対象に対する伴走支援のサポート業務を行う

・革新的なシーズはシニア研究者が保有する場合が多いが、我が国のシニア研究者は、必ずしも自ら起業・経営者（CEO）となることに積極的ではない傾向
がある。

・革新的医療技術を開発するスタートアップにはサイエンスのバックグラウンドを持つ経営人材（CXO候補）が不可欠である。
・海外ではEntrepreneur In Residence（EIR）として、自ら起業した・製薬企業等での研究開発の経験者が、支援者としてスタートアップを支援した後にCXO
候補としてスタートアップに参画する制度が有効に機能しているが、我が国ではそのリソースが極めて限られている。

・自らシーズを保有する研究者を起業家としての育成するのに加え、サイエンスバックグラウンドを持つCXO候補者の育成・供給が、我が国のスタートアップ
エコシステムを活性化するためには不可欠であり、当事業でもSO枠を活用し育成プログラムを構築する。

目的
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当拠点が我が国のエコシステムに与える効果



採択後の進捗

• 事業進捗
• 10月１日：事業開始
• 10月23日：スタートアップミーティング/関係者会議
• 11月5日： Texas Medical Center来日/契約締結



第1回公募のスケジュール

2024年

12/23 公募要項掲示（公募開始）

12/25 10:00～公募説明会（Web）

2025年

1/24 応募締め切り

～2月末書面審査

～3月中対面審査（Webにて実施を予定）

～３月末 採択決定～契約締結



ご清聴ありがとうございます。
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